
「掛川ＳＤＧｓプラットフォーム」
創設について

～「共創」による新しい未来をめざして～

令和３年10月
掛川市企画政策課
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掛川市はSDGs未来都市に
選定されました！

【SDGs未来都市とは】
SDGsの理念に沿った基本的・統合的取組を
推進しようとする都市・地域の中から、特に
経済・社会・環境の三側面における新しい
価値創出を通して持続可能な開発を実現する
ポテンシャルが高い地域として、
国から選定される。

掛川市は、令和２年７月17日に、
SDGs未来都市に選定されました！
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掛川市SDGs未来都市計画

第２次掛川市総合計画の内容を踏まえ、
2030年のあるべき姿やその実現に向けた取組
内容を記載

【計画の概要】
・2030年のあるべき姿に向けて、
経済・社会・環境の三側面の取組を行う

・SDGsの普及啓発や情報発信に取り組む
・様々なステークホルダーと連携する
⇒プラットフォームの創設へ



プラットフォームの設置の背景

「持続可能なまちかけがわ」を実現するには、行政だけでなく、
市民・企業・団体など様々な方々とSDGsの理念や目標を共有し、
それぞれが当事者意識を持って取り組んでいくことが必要。

多様なステークホルダーが連携し、ともに未来への
チャレンジ・課題解決に取り組むための

「つながる場」が必要。

4プラットフォームの設置



プラットフォームの目的

行政・企業・団体等が持つそれぞれの強みや課題
などを「見える化」し、「共創」による取組を進
めることで、地域経済の活性化・課題の解決を図
り、新たな事業や雇用を創出する。

5

※共創とは
多様な立場の人たちと対話しながら、新しい価値を「共」に「創」り上げていくこと。

企業の場合は、消費者や協力関係にある企業、社外人材といったステークホルダーを巻
き込みながら、プロジェクトを進めていきます。商品を開発、改善したり、広めたりす
るためのマーケティング手法として、またはイノベーション創出のきっかけとして、近
年のビジネス戦略において重要な概念と捉えられています。
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「連携」から「共創」のステージへ①

【官民連携（これまで）】
・行政＝発注者、企業＝受注者の関係性
・公共サービスの担い手が企業に置き換わっただけ
・公共性が強く、企業の創意工夫が取り入れにくい
➡新たな社会変革が起こりにくい

【官民共創（これから）】
・行政と企業が対等な関係性
・市民ニーズ≒顧客ニーズを焦点に、課題解決や豊かな
未来の実現に向け行政と企業が共に汗を流す

・公共性と事業性のバランスが保たれたサービスを創造

➡市民・行政・企業みんなが幸せな社会の実現へ



7

「連携」から「共創」のステージへ②

官民・民民の「共創」によるイノベーション創出へ

１ 異業種から新たな知識や技術を得ることで、これ
までなかったアイデアや価値観の形成につなげる。

２ 多様な立場の人たちと対話をして新しい価値観・
成果物を生み出す。

「共創」の事例
課 題：新型コロナウイル感染拡大の観点から、恒例行事である将棋大会を開催できない。

オンライン開催を検討したいがノウハウがない。
解決策：「LINE WORKS」のDrive機能で運営マニュアルや進行表を共有し、スムーズに大会を運営した。
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掛川をフィールドに行政・企業・団体が「共創」し、
新しい未来を創造することを目指します。

プラットフォームの目指す姿

・地域経済の活性化
・地域や企業のブランド力向上
・市民サービスの向上
・行政・地域課題の解決

・起業機会の創出
・新産業、イノベーションの創出
・新サービスの創出
・アイデアの実現

・市外企業との共創
・市外企業による事
業創出

企業や団体との対話の機会の創出

・情報共有・発信
・パートナーの取組支援
・新たな共創創出

掛川SDGｓプラットフォーム

【産】
企業

【学】
大学・
高校等

【民】
ＮＰＯ
等

【官】
行政

【金】
銀行



運営のイメージ

地域経済の活性化・課題の解決を図り、
新たな事業や雇用を創出
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市内
企業

市

金融
機関

大学
高校

プラットフォーム
運営事務局

ベン
チャー
企業

大企業

中小
企業

パートナー同士の「共創」を活性化

NPO

課題提供 事業提案

・パートナーの紹介
・行政やパートナーの取り組
みたいこと・課題を共有

・パートナーのつながる場を
創出し、マッチングを支援
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「共創」の領域・つながるもの

取り組みたいこと
解決したい課題

⇩
事業や雇用の創出

人

物

知識

技術投資

それぞれがリソース（資源）を提供しあい、「共創」を促進

「共創」の領域

ボランティア

商業（ビジネス）

地域貢献

共 業

例)企業版ふるさと納税

サービス



プラットフォームホームページ

※イメージ

令和３年１０月２２日公開予定
（https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/sdgs/）
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「掛川ＳＤＧｓパートナー」の
募集・登録

プラットフォームの目的に賛同し、ＳＤＧｓに積
極的に取り組んでいる、または取り組もうとして
いる企業・団体を募集し、「掛川ＳＤＧｓパート
ナー」としてプラットフォームに登録する。

※法人格の有無を問わない。
※入会金および年会費無料。
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